
自動配車システムによる現行配車組の最適化再検証 大阪府
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►荷主企業：発荷主k（卸売）、着荷主c（小売）

荷主k社は、東京に本社を置く食品を中心とした大手総合食品卸売業者である。

►           a b
k社が扱う商品群の中で、近畿地区内に立地するスーパーチェーン各店舗へのドラ
イ商品納品業務を対象とした。
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0シミュレーション結果と実際の
配車組との比較検証
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① 今回、本パイロット事業の対象とした輸送は、卸売業k社のドライ商品に係る店直（一
般小売店舗向け納品）のルート配送であり、とくに発地・着地双方での荷積み・荷下ろ

しでの待機時間等の問題はなく、当該配送業務全体でもドライバーの拘束時間と労
働条件について大きな問題はなかった。

① 現状からの更なる改善を模索するため、1)カゴ台車によるバラ納品のユニットロード
化による納品作業の効率化2)納品先各店舗でのノー検品、ノー伝票の仕組み（シ

ステム）導入による納品作業時間短縮化3)自動配車システム利用による現行配送
コースの最適化再評価の3項目が提案された。

② 各提案を検討した結果、1)、2)はいずれも実現は困難であるとの評価となり、3)を
推進する方向となった。

ヽ

二
一 結果 」
① 「自動配車システム利用による現行配送コースの最適化再検証」では、元請運送事

業者と下請運送事業者で配車組みされている現行の配送ルートについて、荷主が保
有する「自動配車システム」を利用して最適化の再検証を行うこととした。

② 検証には基礎データの集約・走行基礎データ入力、シミュレーション結果の分析を経
なければならないため、当検討会の場をキックオフとして作業を進めることとした。

一想定される「効果」として、「ルート組み換えによる総走行時間の短縮」、「走行時間短縮に
よる軒件数追加による車両1台当りの積載率向上」、「台当たり積載率向上による配車総
台数の削減」等

今回当検討会の場で関係者が一同に会して、同じ目標に向けて情報やリソースを持ち
寄ったことにより、更なる改善に向けた取組みの契機となった。
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